
鳥取県におけるヒノキバヤドリギの初記録
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It’s newly found a growing habitat of Korthalsella japonica （Thunb.）Engl.  
（Loranthaceae）, in Tottori Prefecture, Japan
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短報　Short Communication

　ヒノキバヤドリギ Korthalsella japonica （Thunb.）Engl. 
（ヤドリギ科ヒノキバヤドリギ属）はツバキ科，モチ
ノキ科，モクセイ科，などの常緑樹に寄生しながら，
自らも光合成を行う高さ 20 cmほどの半寄生の常緑小
低木である（太田 2000）。
　本種を絶滅危惧種に指定している府県とカテゴリ
は，千葉県・福井県（絶滅危惧Ⅰ類），京都府（絶滅
危惧Ⅱ類），滋賀県・奈良県（準絶滅危惧種）野生生
物調査協会（2014）である。また，本種の国内分布は，
本州（関東地方以西），四国，九州，沖縄，本州（千葉・
福井以西）～奄美諸島以南の琉球諸島（太田 2000； 
林 2012）であるが鳥取県内からは報告がなされてい
なかった。筆者は 2014年鳥取県内初となる本種の生
育地を発見し，異なる 2宿主から 2個体を採取したの
で報告する。証拠標本は鳥取県立博物館植物収蔵庫
［TRPM］に収められている。

生育地と生育状況
　生育地のある鳥取市覚寺摩尼山（357 m）は，鳥取
市東部に位置し海岸線から約 2.5 Km内陸に入った場
所にある低山である。山麓には因幡の霊場として古く
から知られる摩尼寺があり，標高 120 mあたりから山
頂付近の奥の院まで建造物や地蔵群が点在し石段や登
山道が整備されている。ヒノキバヤドリギは 2014年
10月 5日，当該地で開催された観察会の折りに筆者
によって，六角堂と呼ばれる小さな建造物近くの登山
の道わき，標高約 230 mの場所で確認された。 
　生育環境は尾根に近い照葉樹の疎林の斜面上部で，
スダジイが優占するものの林床まで明るく，中低木層
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にサカキ，ヒサカキ，ソヨゴ，ネジキ，タカノツメ、
アセビなどがみられ，草本層ではコシダが優占し大き
な群落を形成していた。ヒノキバヤドリギは，互いに
隣接したサカキとヒサカキの各１本に寄生し生育して
いた。ヒサカキの樹高は 8 m程度，胸高直径約 6 cmで，
地上高 1.5 m付近からほぼ樹冠まで 20個体以上のヒ
ノキバヤドリギの寄生が確認できた。寄生を受けたサ
カキは，同程度の樹高を持つ他の個体と比較すると葉
の枚数が少なくなっていた。ヒサカキは樹高約 1.5 m
の低木で，少なくとも 8個体の寄生を受けており，葉
の数は周辺部の他の個体と目立った変化が見られな
かった。確認地付近ではサカキ，ヒサカキともに点在
しているが，登山道にそって 40 mほど調査した中に
はヒノキバヤドリギに寄生されたサカキやヒサカキを
発見することはできなかった。

図 1　ヒノキバヤドリギ（2014 年 10 月 5日）
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　証拠標本
　　標本番号：〔TRPM-VP-0011424〕
　　種　　名：ヒノキバヤドリギ  （ヤドリギ科）
　　学　　名：Korthalsella japonica （Thunb.）Engl.
　　採 集 地：鳥取県鳥取市覚寺（摩尼山）
　　　　　　　六角堂付近，標高約 230ｍ
　　宿　　主：ヒサカキ
　　採 集 日：2014年 10月 5日

　　標本番号：〔TRPM-VP-0011425〕
　　種　　名：ヒノキバヤドリギ  （ヤドリギ科）
　　学　　名：Korthalsella japonica （Thunb.）Engl.
　　採 集 地：鳥取県鳥取市覚寺（摩尼山）
　　　　　　　六角堂付近，標高約 230ｍ
　　宿　　主：サカキ
　　採 集 日：2014年 12月 12日

　また，ヒノキバヤドリギは，里見（1994）や米山
（2003）が指摘するように，園芸活動に伴って人為的
に宿主ごと移植された事例があることが知られてい
る。本生育地においても，検証されるべき点であるが，
当該地付近の登山道が急峻で積極的に管理された様子
がないこと，清末（2013）によると昭和 32年（1957年）
の森林構成種はサカキ，ヒサカキ，アセビなどで現在
と共通点があることから，本生育地のヒノキバヤドリ
ギは天然の安定した環境下で生育したものと考えられ
る。

保護等について
　本生育地は安定しており現時点では特段の保護対策
は必要ないと考えられる。また，生育地が山陰海岸ジ
オパークのエリアに含まれ，登山道を使って観察会や
ロングトレイルのイベントなども企画されるため，照

葉樹林や本種の存在をジオパークの特長の一つとして
広く知ってもらうことで，本種の生育環境を含めた一
層の保全につながると考えられる。
　本種は低山～沿岸の乾いた照葉樹林にやや稀に生
え，元来多産する種ではない（林 2012）。しかし，本
県には本生育以外にも海岸線に近い場所に照葉樹林が
ところどころに残されており，今後，新たな生育地が
確認される可能性が皆無ではないと思われ，今後の詳
細な生育調査が望まれる。
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